
教育課程論
Theory of Education and Child care  a

Curriculum
52302 太田美鈴 共通 2 選択 2前期

科目の概要
カリキュラムには、「子ども」をどのような存在として捉え、保育を目指しているのかという根本的な問いが描き出されるものである。そこで、そ
れらを実現する方法を考え、それによって導き出される全体的な計画・教育課程の編成と指導計画のあり方や作成方法を身に付ける。また、指導計
画を作成するための、子ども観察の方法と記録の仕方を理解する。計画・実践・評価・改善の過程を理解し、幼児教育及び保育の現場で活用できる
知識と技能を修得する。★幼稚園・保育所での保育者としての実務経験があり、保育者としての専門的知識や技術を授業の講義を通して理解に繋げ
ていく。

学修内容 到達目標

① 全体的な計画・教育課程、指導計画の意義と目的を理
解する
② 乳児保育、幼児保育における指導計画をデザインする
③ 長期・短期・様々な指導計画の実践展開をする
④ 保育の計画のPDCAサイクルを理解し、自己評価の必要
性を知る
⑤ 様々なカリキュラムを把握し、カリキュラム・マネジ
メントを理解する

① 全体的な計画・教育課程、指導計画の意義と目的を述べる
ことができる
② 乳児保育、幼児保育における指導計画を作成することがで
きる
③ 長期・短期・様々な指導計画を作成し実践展開ができる
④ 保育の計画のPDCAサイクルと自己評価を理解、活用するこ
とができる
⑤ カリキュラム・マネジメントの意義や重要性を説明するこ
とができる

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 年齢に合わせ指導計画を作成する。

働きかけ力

実行力 課題に沿って指導計画を作成する

考え抜
く力

課題発見力 事例を読み解き、指導計画の構成を理解し実践に結び付ける

計画力

創造力 豊かな発想をもち、子どもの発達過程を予測して実現性の高い指導計画を作成する

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

立案した指導計画を分析し説明することができる

他者の計画、分析を聞く中で自分なりの意見や考えとを比較し再構築できる

遅刻、無断欠席をせず、授業が円滑に進行するようにルールを守ることができる。

テキスト及び参考文献

テキスト：『保育カリキュラム論―計画と評価―』建帛社　豊田和子・新井美保子編
参考文献：『幼稚園教育要領解説』文部科学省、『保育所保育指針解説書』厚生労働省、『幼保連携型認定こども園教
育・保育要領』フレーベル館、教育・保育実習実技ガイド、ひかりのくに・教育・保育実習安心ガイド、ひかりのくに
配布するプリント

他科目との関連、資格との関連

他科目との関連：教育実習、保育実習、保育・教職実践演習
資格との関連：幼稚園教諭2種免許．保育士資格

学修上の助言 受講生とのルール

保育者を目指す者として自覚をもって受講すること。
常に、「自分が保育者の立場だったらどのような行動をと
るだろうか」と考え、自分なりの考え方、保育観を構築で
きるように努めること。

・テキストや指針や要領を必ず持参のこと。
・指導計画を作成するための保育内容を考えておくこと。
・日常生活の中でも子ども観察をし、発達に合わせた保育立案に役
立てる。
・演習がある時は、事前に保育内容を考えておくこと。
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【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

授業態度、提出物の期限を守り、カリキュラムの意義を理
解できている。
子どもの姿を反映し、独自性を持った指導計画の立案がで
きる。
総合評価90点以上Ｓ（秀）　89～80点Ａ（優）

授業態度、提出物の期限を守り、カリキュラム作成の理解
ができている。
子どもの姿を反映した、指導計画が立案できる。
総合評価79～70点Ｂ（良）　69～60点Ｃ（可）

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

①

0

②

③

④

⑤

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

① ✓

30

・カリキュラムについての理解を確認する。
・指導計画をデザインする際に大切にすべきことを理解できている
か評価する。
・全体的な計画・教育課程の意義及び編成の方法を理解し、長期や
短期指導計画を作成することができるか、互いの計画の整合性を理
解できているかどうかを評価する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各１０点

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

小テスト

① ✓

30

・指導計画の意義について理解できているか。１０点
・指導計画をデザインするために重要点が理解できている。１０点
・様々なカリキュラムの意義を理解し考えをまとめているか。１０
点

②

③ ✓

④

⑤

レポート

① ✓

30

・指導計画の基本を押さえて作成できているか。１０点
・子どもの発達を理解した指導計画が作成できているか。１０点
・PDCAサイクルの基づいた指導計画が作成できているか。　１０点

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

（主体性）年齢に合わせ指導計画を作成できる。
（実行力）課題に沿って指導計画を作成できる。
（課題発見力）事例を読み解き、指導計画の構成を理解し実践に結び付ける。
（創造力）豊かな発想をもち、子どもの発達過程を予測して実現性の高い指導計画
を作成できる。
（発信力）立案した指導計画を分析し説明することができる
（傾聴力）他者の計画・分析を自分の意見や考えとを比較し再構築できる。
（規律性）遅刻、無断欠席をせず、授業が円滑に進行するようにルールを守ること
ができる。欠席した場合は、欠席届を提出し、フォローレポート課題を行う。
受講態度（学習意欲欠如、課題などの未提出）が不適切の場合は減点とする
6回以上の欠席は放棄判定となる

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

社会人基礎力
（学修態度）



授業態度、提出物の期限を守り、カリキュラム作成の理解
ができている。
子どもの姿を反映した、指導計画が立案できる。
総合評価79～70点Ｂ（良）　69～60点Ｃ（可）

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

オリエンテーション
保育の基本とカリキュ
ラム

講義
前回授業の質疑応答に
よりフィードバックを
する。
本日の学びの質疑応答
をしフィードバックす
る。

授業の目的、授業内
容、進め方、受講態
度、評価方法について
の説明を聞き理解す
る。保育の基本とカリ
キュラムの意味を知
る。

（予習）テキストのは
じめにを読んでおく。
（復習）カリキュラム
についてまとめてお
く。 90

主体性
課題発
見力
傾聴力

2

保育実践とカリキュラ
ムの意義

講義
前回授業の質疑応答に
よりフィードバックを
する。
本日の学びの質疑応答
をしフィードバックす
る。

保育実践においてカリ
キュラムを編成するこ
との意義や活用の利点
について理解する。

（予習）テキスト１～
１０を読んでおく。
（復習）保育実践とカ
リキュラムの意義につ
いてまとめる。 180 課題発

見力

3

保育実践とカリキュラ
ムの位置づけと関係

講義
前回授業の質疑応答に
よりフィードバックを
する。
本日の学びの質疑応答
をしフィードバックす
る。

カリキュラムの種類や
カリキュラム編成の流
れや実践例を通して保
育実践とカリキュラム
との関係を理解する。

（予習）テキスト１１
～２０を読んでおく。
（復習）保育実践とカ
リキュラムの位置づけ
をまとめる。 180 課題発

見力

4

保育所保育指針におけ
る「全体的な計画」の
基礎理解

講義
前回授業の質疑応答に
よりフィードバックを
する。
演習（全体的な計画）
本日の学びの質疑応答
をしフィードバックす
る。

保育所では、保育所保
育指針に挙げられた保
育の目標と計画の基本
的な考え方を知るとと
もに、全体的な計画と
指導計画の関係性を理
解する。

（予習）保育所保育指
針の総則を読んでお
く。
（復習）保育所保育指
針と保育課程について
まとめる。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力

5

保育所保育指針におけ
る「指導計画」の基礎
理解

講義
前回授業の質疑応答に
よりフィードバックを
する。
演習（年間指導計画）
本日の学びの質疑応答
をしフィードバックす
る。

具体的な計画である
「指導計画」について
作成上のポイントや計
画に対して基礎理解を
し、指導計画を作成す
ることができる。

（予習）指導計画の作
成について予習してお
く。
（復習）作成上のポイ
ントをまとめる。 180

主体性
課題発
見力
傾聴力

6

幼稚園教育要領におけ
る「教育課程」の基礎
理解

講義
前回授業の質疑応答に
よりフィードバックを
する。
演習（教育課程）
本日の学びの質疑応答
をしフィードバックす
る。

幼稚園教育要領におけ
る「教育課程」には保
育を行うにあたっての
保育の方向性が書かれ
ている。教育課程の編
成の方法や意義とは何
かを理解する。

（予習）幼稚園教育要
領の教育課程の意義を
読んでおく。
（復習）幼稚園教育要
領と教育課程について
まとめる。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力

7

幼稚園教育要領におけ
る「指導計画」の基礎
理解

講義
前回授業の質疑応答に
よりフィードバックを
する。
演習（短期指導計画）
本日の学びの質疑応答
をしフィードバックす
る。

具体的な計画である
「長期の指導計画」や
「短期の指導計画」に
ついて編成のポイント
や計画に対して基礎理
解し作成することがで
きる。

（予習）指導計画作成
のポイントを予習して
おく。
（復習）成作上のポイ
ントをまとめる。 180

主体性
課題発
見力
傾聴力

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

乳児保育における「指
導計画」のデザインと
実践展開（１）

演習
前回授業の質疑応答に
よりフィードバックを
する。
演習（月指導計画）
本日の学びの質疑応答
をしフィードバックす
る。

０・１・２歳児の発達
の特徴を理解し、どの
ような活動で一日が構
成されているのかを知
り、活動の意義を考え
る。

（予習）乳児の発達の
特徴を理解し指導計画
を考えておく。
（復習）演習を再確認
しデザインし直す。 180

主体性
課題発
見力
創造力



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

乳児保育における「指
導計画」のデザインと
実践展開（２）

講義
前回授業の質疑応答に
よりフィードバックを
する。
演習（連絡帳）
本日の学びの質疑応答
をしフィードバックす
る。

０・１・２歳児の保育
を計画するにあたりど
のようにデザインして
いくのかを理解する。
また、家庭との連携に
ついても理解する。

（予習）乳児の生活の
流れを把握しておく。
（復習）家庭との連絡
を見直し、再記入して
みる。 180

主体性
課題発
見力
傾聴力

10

幼児保育における「指
導計画」のデザインと
実践展開（１）

講義
前回授業の質疑応答に
よりフィードバックを
する。
演習（週指導計画）
本日の学びの質疑応答
をしフィードバックす
る。

３・４・５歳児の発達
の特徴を理解し、どの
ような活動で一日が構
成されているのかを知
り、活動の意義が分か
る。

（予習）幼児の発達の
特徴を理解しておく。
（復習）週指導計画の
ポイントをまとめ週指
導計画を見直す。 180 計画力

傾聴力

11

幼児保育における「指
導計画」のデザインと
実践展開（２）

講義
前回授業の質疑応答に
よりフィードバックを
する。
演習（日指導計画案）
本日の学びの質疑応答
をしフィードバックす
る。

３・４・５歳児の保育
を計画するにあたりど
のようにデザインして
いくのかを理解する。
また、家庭と地域との
連携についても理解す
る。

（予習）年齢による保
育内容の編成を考え
る。
（復習）季節や時期、
場所や人数による保育
内容の編成をする。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力

12

さまざまな保育の「指
導計画」のデザインと
実践展開（１）

講義
前回授業の質疑応答に
よりフィードバックを
する。
演習（食育計画・長時
間保育指導計画）
本日の学びの質疑応答
をしフィードバックす
る。

長時間・延長保育、預
かり保育の「指導計
画」の実施状況や留意
点について理解する。

（予習）指導計画の多
様性を調べておく。
（復習）指導計画の多
様性についてまとめて
おく。 180 計画力

創造力

13

さまざまな保育の「指
導計画」のデザインと
実践展開（２）

講義
前回授業の質疑応答に
よりフィードバックを
する。
演習（保幼小連携指導
計画）
本日の学びの質疑応答
をしフィードバックす
る。

保幼小連携の「指導計
画」作成の意義や課題
について考えることが
できる。

（予習）保幼小連携と
はどのようなことかを
考えておく。
（復習）保幼小連携と
はどのようなことかを
まとめておく。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力

14

記録・反省・評価から
再立案へ

演習
前回授業の質疑応答に
よりフィードバックを
する。
指導計画についての評
価反省の考え方
本日の学びと質疑応答
をしフィードバックす
る。

保育者が保育実践を記
録することの意味や方
法について学ぶととも
に保育士及び保育所の
自己評価との関係性を
理解する。

（予習）実習記録に目
を通し、自己の課題を
考える。
（復習）フィードバッ
クのプリントをもとに
理解を深める。

180 発信力
傾聴力

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

学校教育への接続を考
えたカリキュラム・マ
ネジメントについて

講義
前回授業の質疑応答に
よりフィードバックを
する。
本日の学びの質疑応答
をしフィードバックす
る。

小学校との接続を考え
た保育所児童保育要録
と学習指導要領に規定
するカリキュラム・マ
ネジメントの意義や重
要性を理解する。

（予習）小学校への接
続について考える。
（復習）小学校への連
続性を考えたカリキュ
ラム・マネジメントに
ついて理解を深める。

180

主体性
実行力
課題発
見力
発信力
傾聴力
情況把
握力
規律性


